
デジタル機器導入施設

日の出福祉園 写真３～４枚程度

【施設概要】

運営法人：社会福祉法人 同愛会

住所：東京都西多摩郡日の出町平井３７６

対象：知的障害者

定員：施設入所支援80名

生活介護113名

短期入所5名

令和3年度障害者支援施設デジタル技術等活用支援モデル事業



２ 実施体制
・ＰＴの設置 ：以下のメンバーを中心にＩＣＴ委員会を構成

・ＰＴリーダー：支援課長

・ＰＴメンバー：各棟主任、支援員、看護師、栄養士、事務員

・オブザーバー：施設長

１ 導入機器

分類 製品名 台数 導入の理由

見守り支援
機器

眠り
SCAN

40台

・遠隔で利用者の睡眠状況や
生活状況を可視化。
・支援業務の効率化と生活支
援に役立てる。

情報共有
機器

業務支援
機器

Blue
Ocean 
Note

1台

・紙の帳票に近い直感的操作
感や自由なカスタマイズが可能
など使い勝手が良い。

・支援記録作成を効率化する。

surface 9台

・データの加工や分析等の活
用にあたり、操作性と視認性
に優れている。

・共有スペースや支援員室で
の活用を想定

iPad mini 20台

・操作性と携帯性に優れ、利
用者支援しながら支援記録の
作成が可能

・支援員が携行することで、適
確な情報に基づく利用者支援
を実施。

通信環境整
備

Wi-Fiアン
テナ等設
置工事

23台

・園内のWi-Fi環境を整備し、
インターネットを介して、導入
した機器を連携し、施設内の
情報を一元管理する。

３ 課題整理
・施設の建て替えにより、全居室個室化による見守り支援方法の見直しが必要。

・主として入所している利用者は、障害支援区分５以上であるとともに、高齢化による身
体介助や強度行動障害への対応など、多様な支援ニーズに応える必要がある。

・福祉人材の確保が厳しい状況にあり、支援スキルの高い職員に負担が偏る等、支援
業務の効率化による職員負担の軽減を図る必要がある。

４ 導入効果
・睡眠センサーの導入により、利用者の睡眠状況が視覚化されたことで、夜間時の発作
や睡眠レベルを把握できるようになった。

・上記睡眠データ等を施設内会議や通院時に活用し、職員間の情報共有や医療連携が
強化され、施設の支援力が向上した。

・記録書式の統一化及びﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末の活用により、支援記録の作成が効率化した。

５ 機器導入後の課題と解決策
・支援記録の書式統一については、各担当部署で記録項目にばらつきがあり、現場か
らの理解が得られなかったため、段階的移行により、現場の抵抗感を減らした。

・現場職員への機器活用習熟度を向上させるため、ＩＣＴ委員会にて職員の使用感を集
約した上で、課題の抽出と改善策を提案し、課題解決策を職員と議論している。

・現場職員からＩＣＴ機器の導入について理解が得られるよう、操作のポイントや新機能
等をわかりやすく紹介した「ＩＣＴ通信」を発行した。

令和３年度成果報告会 日の出福祉園
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